
生命創薬科学科
後藤研究室 (量子物理化学)

https://www.youtube.com/watch?v=zRt4kSRTklM

物理化学により
新しい見解を提案 創薬に役立てる研究
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解析方法を変えると
見える世界が変わる
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シクロデキストリンの
薬物保護メカニズム解明

Hanes-Woolf plot

Scatchard plot

Kinetics analysis

種類によって濃度ごとの性質が変わってし
まう界面活性剤を臨界ミセル濃度に対する
比で一律に比較
⇒アジュバンドの成分が抗原に与える影響
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リン酸緩衝液のpH変化による

Famotidineの溶解度の変化

pH5.02FAM

pH6.95FAM

pH8.87FAM

pH6.95control

pH5.02control

pH8.87control
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リン酸が含まれる緩衝液
⇒溶解挙動に変化

1/15M リン酸緩衝液

ユニバーサル緩衝液(0.04 Mリン酸/ 0.04 

Mホウ酸/0.04 M酢酸/NaOH) pH 7.18

溶液中に存在するイオン
が薬物の溶解度に与える
影響について解明
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EDA 0.8 µM

EDA 1.6 µM

EDA 2.4 µM

EDA 3.2 µM

EDA 4.0 µM
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新たなパラメータを抽出し解析
⇒薬物の新たな特徴の解明

エダラボン
（EDA）

河口湖へゼミ旅行（2019年） 卒業式（2020年）

日本薬学会関東支部大会
（2019年）

研究室新歓BBQ
（2019年）
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対CMC相対濃度

界面活性剤がBCA法に与える影響
テトラデシルトリメチルアン

モニウムクロリド
デオキシコール酸ナトリウム

Triton X 114

SDS

Tween80

Tween20

グリセリン
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